
毎年、夏休み前に以下の点についてお願いをしております。夏休み明けに、元気な顔 

で登校できるよう、学校で指導します。ご家庭でも折に触れて確認してくださいますよ 

うお願いいたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頸城中学校の夏季休業中の閉庁日は、次のとおりです。この期間は、職員が不在となります。命や

安全に関わるなどの緊急なことは、教頭（080-7189-0857）にご連絡ください。すぐにつながらな

いときには、必ずかけ直しますので、よろしくお願いします。 

  【閉庁日】  ８月９日（火）～16 日（火） 

 

交通事故 

水の事故 

ゲームやネット 

 

 

運動部活動に所属する生徒にとっての天王山である地区大会が終わりました。今年度の３年生は、

1 年生の春にコロナウイルス感染症対策による臨時休校があり、部活動の開始が遅くなったり各種大

会が中止になったりして、先輩の後ろ姿や活躍を十分に見ることが叶わなかった学年です。しかし、

各会場では、後輩をリードし、マナーよく振る舞い、学校の代表として堂々と闘う姿をたくさん目に

することができました。うれしい限りです。 

ある会場で観戦していたときのことです。その生徒は、最後まで闘志あふれるプレーで善戦しまし

たが惜しくも敗れました。その後も、彼は仲間のプレーに声を掛け続け、仲間がポイントを奪うとま

るで自分のことのように喜びを身体いっぱいに表し、ミスをしたときは励まし続けていました。 

結果、チームとしても力及ばず試合終了のあいさつを終えた後のことです。彼は、チーム全員を率

いて応援に来てくださった保護者の皆さんに向かい、「応援ありがとうございました」と述べて深々

と礼をしました。まだ気持ちの整理もつかず悔しい気持ちもある中で、普段なかなか口にできない感

謝の気持ちをしっかりと表現したあの姿を１、２年生はしっかりと受け継いでくれるものと思います。 

さて、その後しばらくたったある日の放課後、彼と話をしていたときのことです。彼は高校に行っ

ても部活動を続けたい気持ちをもっていて、この先も１、２年生と一緒に部活動を続けることはでき

ないのかと尋ねてきました。そこで、私は次のような話をしました。 

「高校に行くと易きに流れる生徒も多い中、今の部活動を続けたい熱意があることは素晴らしいこ

とだと思う。高校で部活動を続けるということは、中学校とは比べ物にならないくらい長い時間とハ

ードな練習に臨むこととなる。その上、高校の学習は中学校以上に手が抜けない。授業でもテストで

も、ある基準以上の結果を出さないと時間を上乗せしての補習もある。最悪の場合留年もあり得る。

しかも、楽しいことの誘惑はますます多くなる。そんなとき、中学校のように先生は逐一注意をして

くれない。そこは自分で自分を律する気持ちの強さが試される。 

そんな高校生活で、勉強時間をきちんと確保するのはたいへんだ。練習でヘトヘトに疲れる上に、

中学校よりも難度の高い学習が目白押し。分からないところは中学校の復習から始めて…なんて悠長

なことは言っていられない。毎日の授業と部活動だけでほぼ手一杯になる。 

だから、これからの半年は、自分の希望する高校へ入学するためと高校に行ってから自分の本当に

やりたいことに全力を注げるようにするためにとても大切な時間だ。義務教育終了までに理解してお

かなければならない学習内容は、中学生のうちに終わらせなければ後々痛い目をみる。 

夏以降も部活動を続けたい気持ちは痛いほど分かるが、先々のことを考えて、今は、自分の学習に

目を向けて頑張りなさい。見事に志望校へのパスを手に入れたら、そのときは顧問の先生にお願いし

て、また部活動に参加させてもらったらいいじゃないか。」と。 

この生徒に限らず、頸城中学校の生徒は目の前の日々を全力で生きています。私たちは、そんなひ

たむきさに胸を打たれることがたくさんありますが、同時に、自分にとって何が本当に大切か考えて、

少し先を見据えて取り組める人間になってほしいとも願っています。 

まもなく夏休みに入り、様々な誘惑が増えますが、やりたいことの前にやるべきことを優先できる

よう、ご家族や地域の皆さんのお力添えをよろしくお願いします。 

令和４年７月 20 日  No．４ 

上越市立頸城中学校  
〒942-0164 頸城区潟口 60 
TEL530-2405  FAX 530-2014 

kubiki-j@jorne.or.jp 



6/14･15  地区陸上大会  

女子共通砲丸投 ５位 内山愛果さん ８ｍ25 

女子共通走幅跳 ２位 木口愛華さん ４ｍ51 

        ７位 菅谷ももさん ４ｍ32 

 
6/15･20・24･25  地区各種大会 

 
第１ステージ（Ｃグループ） 

 対糸魚川中    3-0 勝利 

 対雄志中     3-0 勝利 

 対柏崎市立第二中 3-0 勝利  

 対城西中     0-3 惜敗 

 ＊Ｃグループ２位で決勝トーナメント進出 

第２ステージ（決勝トーナメント） 

1 回戦 対柏崎市立南中 1-4 惜敗 

（Ｂブロック）

２回戦 対城東中 9-6 勝利 

準決勝 対糸川中 0-8 惜敗 

決勝トーナメント 

２回戦 対新井中      2-1 勝利 

３回戦 対安塚中・大島中  2-1 勝利 

準決勝･対鏡が沖中     0-2 惜敗 ３位 

シード順位決定戦･対雄志中 1-2 惜敗 

（城東中と合同チーム）

予選Ｂグループ 

  対鏡が沖中  0-3 惜敗 

対直江津中等 0-1 惜敗 

予選Ｃブロック 

 対城西中     1-2 惜敗 

 対直江津東中   3-0 勝利 

 対柏崎市立第一中 2-1 勝利

女子 １位 美濃川真桜さん 

7/1  県通信陸上大会  
女子３年 100m 出場 木口愛華さん  

 

7/16・17  県総体  
 

女子砲丸投 出場 内山愛果さん 

女子走幅跳 出場 木口愛華さん 

      出場  菅谷ももさん 

 

１回戦 対葛塚中   0-2 惜敗 

女子 出場 美濃川真桜さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

漢字検定 合格 10 名合格 
３級 ５名 ４級 ５名  

 

英語検定 合格 20 名合格  
準２級 1 名  ３級 9 名 

４級 6 名  ５級 4 名 

頸城中生徒の活躍 ～部活(地区個人は入賞のみ)・検定～ 

部活動だけではありません。授業も頑張

っています！ 

～２年生英語授業の様子より～ 

7 月 12 日に県総体と地区吹奏楽コンクールの壮行式がありました。県総体は、上越地区大会を勝ち

抜き、上越地区の代表として出場します。代表として誇りと自覚を胸に、堂々と決意を述べていまし

た。また、吹奏楽部も、地区吹奏楽コンクールに向け、日々、練習を頑張っています。24 日(日)に行

われる本番では、頸城サウンドを上越文化会館のホール中に響かせてくれることでしょう。保護者の

皆様には、送迎や弁当準備、応援等、ありがとうございます。 

 

 ６月８日(水)から６月 10 日(金)に、生 

活委員と総務委員を中心に有志が加わり、 

「あいさつキャンペーン」を行いました。 

出身小学校で、朝から小学生に向けて、中 

学生が率先してあいさつすることで、小学 

生にあいさつのよさを知ってもらいたいと 

いう願いを込めて行っています。小学校で 

は、中学生になり、成長する姿を見ていた 

だけたでしょうか。 

頸城中では、生活委員と総務委員を中 

心に、積極的にあいさつの向上に取り組んでいます。これからも、あいさつの声が飛び交う頸城区を、

目指し、小中連携を進めていきます。 

 

 


